
北
口
御
旅
所
《
栄
町
広
場
》
で
の
祭
事

鶴
子
舞
の
鶴
子
た
ち
が
見
守
る

御
神
幸
祭
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環

と
し
て
最
近
ま
で
行
事
が
中
止
さ

れ
て
お
り
、
直
近
で
は
平
成
二
十

八
年
五
月
が
最
後
の
開
催
で
し
た
。

よ
う
や
く
規
制
緩
和
、
あ
る
い
は

撤
廃
の
気
運
が
国
内
で
盛
り
上
が

り
、
七
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
曇
り
模
様
で
し
た
が

雨
に
祟
ら
れ
る
事
も
な
く
御
神
幸

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
御
神
幸
祭
が
描
か

れ
た
巻
物
を
見
る
と
参
加
者
が
数

百
人
以
上
に
わ
た
り
地
域
的
に
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

委
員
長
大
森
眞
一
利
用
団
体

委
員

佐
藤
義
明
太
田
小
学
校
長

委
員

佐
藤
正
一
太
田
中
学
校
長

委
員

平
澤
仁

老
人
会
連
協

委
員

樋
田
紀
男
ス
ポ
ー
ツ
協
会

委
員

猪
又
強

寿
町
会
長

委
員

多
賀
野
弘
泰
広
域
事
業
者

委
員

武
藤
久
恵
女
性
の
会

館
長

小
倉
敏
行

栄
町
会
長

主
事

山
本
昭
彦

栄
町

協
力
員
石
井
節
子

木
崎
一
町

令
和
五
年
度
は
以
上
の
ス
タ
ッ
フ

で
運
営
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

五
月
の
頭
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
の

利
用
規
制
緩
和
が
始
ま
り
国
内
の

多
く
の
場
所
で
少
し
ず
つ
な
が
ら

人
の
流
れ
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

公
民
館
の
事
業
は
、
ほ
ぼ
三
密
に

抵
触
し
た
も
の
が
多
く
、
更
に
高

齢
者
が
多
い
た
め
計
画
し
た
企
画

（
事
業
）
の
多
く
が
中
止
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
選

択
肢
が
増
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
見
込
め
る
こ
と
で
講
座
物
や
見

学
物
、
体
験
物
な
ど
や
屋
内
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
企
画
を
広
げ
て
い
け
る

と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
小
会
議
室
に
待
望
の
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

山
吹
運
動
公
園
の
競
技
場
で
開

か
れ
た
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

は
競
技
の
性
格
上
密
閉
、
密
集
、

密
接
の
心
配
が
少
な
く
コ
ロ
ナ
禍

が
跳
梁
し
て
い
た
期
間
で
も
高
齢

者
に
愛
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

南
部
高
砂
会
《
青
木
忠
会
長
》
と

北
部
高
砂
会
《
平
澤
仁
会
長
》
の

共
同
で
企
画
し
六
月
六
日
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
曇
り
が

ち
の
天
気
に
も
助
け
ら
れ
涼
し
い

気
温
の
中
を
参
加
者
は
気
持
ち
良

く
競
技
を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
し

た
。
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

令
和
五
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
ヶ

月
目
に
入
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

が
完
全
に
収
束
し
た
わ
け
で
は
な

く
ま
だ
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
公

民
館
の
活
動
も
順
調
に
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
々

に
は
来
場
者
名
簿
へ
の
記
入
や
消

毒
な
ど
ま
だ
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

五
月
九
日
に
令
和
五
年
度
第
一

回
目
の
公
民
館
運
営
審
議
委
員
会

を
開
催
し
、
審
議
委
員
の
方
か
ら

今
年
度
の
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

公
民
館
主
催
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
と
同
様
に
「
コ
ロ

ナ
」
に
対
す
る
基
本
的
な
対
策
を

念
頭
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。

五
月
に
、
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
と
し
て
益
子
先
生
に
よ
る
幼

稚
園
訪
問
で
の
講
話
等
を
六
回
実

施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
幼
稚
園
の
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
興
味

の
あ
る
楽
し
い
活
動
に
な
り
ま
し

た
。
益
子
先
生
も
「
今
後
も
で
き

る
だ
け
頑
張
り
ま
す
。
」
と
話
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
新
し
い
事
業
と
し
て
、

「
佐
竹
氏
に
つ
い
て
の
講
話
」
を

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
２
回
ほ
ど
計

画
を
立
て
ま
し
た
。
佐
竹
氏
に
つ

い
て
は
興
味
の
あ
る
方
々
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
。
ぜ
ひ
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
太
田
支

部
と
の
共
催
事
業
に
よ
る
「
さ
わ

や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
や
昨
年
度

は
実
施
で
き
な
か
っ
た
高
齢
者
学

級
の
事
業
も
開
催
す
る
つ
も
り
で

す
。
昨
年
度
よ
り
も
多
く
の
事
業

推
進
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
度
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
続
い
て
い
た
館
内
利
用
制

限
は
五
月
八
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
等
《
二
類
相
当
》
か

ら
五
類
感
染
症
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
利
用
制
限
が
緩
和
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
マ
ス
ク
に
つ
い

て
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
《
職

員
を
除
い
て
》
ま
で
許
容
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
民
館
内
で
は
ク
ラ
ス

タ
ー
対
策
の
た
め
の
利
用
者
名
簿

記
入
の
継
続
と
以
下
に
つ
い
て
励

行
し
て
い
ま
す
。

・
三
密
の
回
避

・
人
と
人
と
の
距
離
の
確
保

・
手
洗
い
な
ど
の
手
指
衛
生

・
定
期
的
な
換
気
等
の
習
慣
化

以
上
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
有

効
で
三
年
に
渡
っ
た
ウ
イ
ル
ス
の

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
今
後
も

長
く
記
憶
に
残
さ
れ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
。
と
も
あ
れ
一
区
切
り
の

時
が
訪
れ
た
よ
う
で
す
。
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支
部
長

秋
野
倉
造

中
城
町

副
支
部
長

豊
田
悦
男

西
三
町

代
議
員

福
田
亘
男

内
堀
町

運
営
委
員

吉
井
隆
礼

宮
本
町

運
営
委
員

中
沢
範
義

内
堀
町

運
営
委
員

秋
野
倉
造

中
城
町

運
営
委
員

樋
田
紀
男

栄
町

運
営
委
員

寺
門
恒
夫

金
井
町

運
営
委
員

渡
辺
彰

東
一
町

運
営
委
員

大
須
賀
克
己

東
二
町

運
営
委
員

前
島
義
博

東
三
町

運
営
委
員

須
藤
幸
夫

木
崎
一
町

運
営
委
員

尾
崎
孝
司

木
崎
二
町

運
営
委
員

佐
藤
初
治

山
下
町

運
営
委
員

豊
田
悦
男

西
三
町

運
営
委
員

大
和
田
靖

西
二
町

運
営
委
員

桑
原
利
明

西
一
町

運
営
委
員

高
坂
雅
博

寿
町

運
営
委
員

福
田
亘
男

内
堀
町

専
門
委
員

秋
野
倉
造

中
城
町

専
門
委
員

樋
田
紀
男

栄
町

専
門
委
員

大
貫
直
子

中
城
町

専
門
委
員

瀬
賀
久
美
子

寿
町

専
門
委
員

飯
田
和
子

塙
町

専
門
委
員

古
平
均

山
下
町

事
務
局

山
本
昭
彦

太
田
公
民
館

登
録
さ
れ
て
い
る
利
用
団
体
は
社
会

福
祉
協
議
会
太
田
支
部
、
姿
の
会
、
ス

ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
太
田
、
小
原
手
編

み
サ
ー
ク
ル
、
ク
ロ
ー
バ
ー
、
ピ
ュ
ア

内
堀
・
宮
本
の
会
、
輪
の
会
、
鯨
ヶ
丘

体
操
会
、
よ
そ
お
い
会
、
霞
朗
詠
会
、

実
用
英
会
話
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、

ポ
ッ
ケ
、
大
正
琴
み
や
び
、
け
い
こ
う

会
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
や
ま
ぶ
き
ス

ク
ェ
ア
︱
ス
テ
ッ
プ
、
ス
ペ
ー
ス
・
ハ

グ
、
常
陸
太
田
ビ
デ
オ
研
究
会
、
か
わ

せ
み
、
絵
手
紙
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
七
宝

焼
き
教
室
、
生
け
花
教
室
、
母
子
福
祉

会
、
レ
ッ
ツ
シ
ェ
ー
プ
ア
ッ
プ
、
社
交

ダ
ン
ス
教
室
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。

（
他
活
動
休
止
団
体
複
数
あ
り
）

太
田
公
民
館
の
利
用
団
体
は
通
年
三
十
～
四
十
団
体

の
活
動
が
見
ら
れ
公
民
館
内
の
大
会
議
室
、
小
会
議
室
、

和
室
、
調
理
室
が
利
用
団
体
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

更
に
国
政
や
地
方
選
挙
で
は
投
票
所
と
し
て
使
用
さ

れ
て
お
り
、
行
政
の
説
明
会
、
町
会
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
、
子
ど
も
会
等
の
集
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

又
、
体
育
協
会
太
田
支
部
と
の
共
催
事
業
、
公
民
館

主
催
の
講
座
、
講
演
、
高
齢
者
学
級
等
の
公
民
館
行
事

は
「
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
地
域
住
民
の
知
識
、
文

化
、
健
康
の
向
上
」
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
り
い
っ

そ
う
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

スポーツ協会太田支部

主な利用団体・他

★ 多目的活動拠点 ★

五
月
十
四
日
《
日
》
に
七
年
ぶ
り
と
な
る
若
宮
八
幡
宮
の
御
神
幸
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
は
北
口
御
旅
所
が
あ
る
栄
町
の
模
様
を
、
お
届

け
し
ま
す
。
《
御
旅
所
は
鯨
ヶ
丘
に
四
か
所
あ
り
ま
す
。
》

御
神
幸
祭
の
斎
行

公民官報

太田公民館

〒313-0061

常陸太田市
中城町144-4
☎/fax 72-5590

太
田
公
民
館
だ
よ
り

太田地区老人クラブ連絡協議会が共催

太
田
公
民
館
も
協
賛

（
参
加
者
の
記
念
写
真
）

六
月
六
日
に
太
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
傘
下
の
南
部
高
砂
会
と

北
部
高
砂
会
が
中
心
と
な
り
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
花
曇
り
の
天
気
で
涼
し
い
環
境
で
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
が
ス
タ
ー
ト

太
田
公
民
館
長

小
倉
敏
行

（
う
ぐ
い
す
子
ど
も
園
で
の
講
話
）

館
内
利
用
制
限
の
緩
和

公
民
館
運
営
審
議
委
員
会

編
集
後
記

公
民
館
職
員

回覧


